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「外国人児童生徒教育拠点校」（平成 24 年度は小
学校 30 校、中学校 10 校、計 40 校）の外国人児
童生徒担当教員をメンバーとする研修・情報交換
の場として開催されるもので、本年度 2 回目となる
今回は校務多忙の中21校の担当教員にお集まりい
ただきました。
今回は、日本語教室で使用するテキスト教材の
活用法紹介や、教科学習におけるこどもの “ つまず
き支援 ”をテーマに発表・協議が行われました。
開催に先立ち、事前に拠点校を対象に二度のア
ンケ トー調査を実施しました。調査では、①日本語
指導にどのようなテキストを使っているか、②テキス
トをどこまで教えたら日本語指導を終了するか、③
漢字指導用のテキストを決めているか、④今後どの
ようなテキストを使ってみたいか、⑤在籍学級への
入り込み指導を行っているか、などについて質問し、
31 校から回答を得ることができました。
会議ではアンケートの結果を参考に６名のメン
バーから、次の教材の効果的な利用法について発
表していただきました。①『大田原市の漢字検定ド
リル』大田原市教育委員会（大田原市立西原小学
校・戸村知子先生）、②『絵でわかるかんたん漢字
80、160、200』スリーエ ネーットワーク『にほんごワー
クブック』凡人社（那須塩原市立東小学校・手塚
正人先生）、③『みえこさんのにほんご』MIEF（小
山市立大谷東小学校・時田道仁先生）、④『日本
語学級１、２』凡人社（佐野市立天明小学校・神
戸浩子先生）、⑤『ひろこさんのたのしいにほんご』
凡人社、『にほんごをまなぼう』文部省（栃木市立
大平中央小学校・天海由紀子先生）、⑥『こども
の日本語ライブラリ』JYLプロジェクト、『DAISY』
日本障害者リハビリテーション協会（真岡市立真岡
西小学校・佐藤和之先生）。それぞれの発表には、
教材の特徴を生かすための日頃の工夫が盛り込ま
れ、参加者からは「大変参考になった」「今度ぜひ
利用してみたい」などの意見が聞かれました。
後半は、佐野市外国人児童生徒指導員の原田
真理子先生から、教科学習指導における子どもの
“ つまずき”を支援する手立てや工夫の研究につい
て提案がありました。外国につながる子どもにとっ
て、日本語習得後の教科学習導入の重要性と困難
さは、近年大きな課題となっています。そこでは、
多国籍化や多言語化する子どもへの対処も考慮に
入れた解決法として、「やさしい日本語」や「国語
科教科書の活用」が注目され始めています。
原田先生には、小学校国語科学習におけるポイ
ントを集約した資料を準備していただきました。そ
して教科書で実際の教材を示しながら、学習用語
の効果的な伝え方や子どものつまずきやすいポイン
トを指摘していただきました。原田先生の 20 年以
上の指導実績を踏まえた提案に、参加者からは「身
近な教科書がこんなに有効とは知らなかった」「大
切なことを学ぶことが出来た」など驚きの声が聞か
れました。
HANDS プロジェクトでは、主に小中学校教員
対象の手引き書である『教員必携・外国につなが
る子どもの教育』第 3 刊の作成を進めており、今
回議題となった教材紹介や、子どものつまずき支
援に関する内容も盛り込まれる予定です。また、栃
木県内の全中学校のご協力を得て実施している「外
国人生徒進路調査」の結果についても収録される
予定です。
佐野市立城東中学校の今年度の在籍生徒数は
３６９名です。そして日本語教室に通級する生徒は
１２名で、その内６名が日本語の初期指導を必要と
しています。
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スペイン語の内地留学研修を通して県内の日本
語教室を参観した時から、「私も日本語教室で教
えてみたい！」と思うようになり、晴れて昨年度か
ら本校の日本語教室を担当することになりました。
当初は日本語の初期指導を必要とする生徒がいな
かったので、教科補充指導が中心の順調 (?) なス
タ トーを切りました。しかし、次第に約３ヶ月に1
名のペ スーで初期指導を必要とする生徒が編入し
てきました。やがて穏やかな日々が一転し、今で
は大盛況、大忙しの毎日を送っています。
本校の日本語教室は、私の他に英語科の教員免
許を持つ先生が 1 名、中国語、ポルトガル語・ス
ペイン語が堪能な２人の先生、そして英語を話す
ボランティアの先生の5 名体制で指導に当たってい
ます。加えて、前任の日本語教室担当の先生の幅
広いサポ トーも得ることが出来るので、大変恵まれ
ていると感謝しています。
日本語教室を担当して約一年半が経ちましたが、
外国人生徒の日本語や学習への理解は様々で、毎
日の指導はいまだに暗中模索といったところです。
加えて今年は、私自身が英語の授業を週に９時間
担当しているため、日本語教室に関わる時間は限
られてしまいます。私が日本語教室の授業準備が
間に合わない時は、支援の先生方が教材を用意し
て、どんどん授業を進めてくださるので助かってい
ます。そんな授業の合間にも、生徒と雑談をしたり
悩みを相談されたりと、貴重な時間を最大限に活用
してコミュニケーションを図っています。私との話を
終えて笑顔で教室へ戻っていく生徒の姿を見ると、
私も疲れを忘れて元気になります。
小学校と中学校の大きな違いは、高校受験とい
う大きな試練が待っていることです。まだ日本語の
初期指導を必要とする生徒であっても、受験に臨
まなければなりません。日本語指導、教科指導そ
して受験準備などやるべきことは盛りだくさんです。
この２学期からは、高校受験対策としての作文指
導や面接対策も始めました。
日本語教室での指導はまだまだ覚えることがたく
さんあって大変ですが、毎日がとても充実していま
す。一緒に指導に当たる先生方は、全員が女性で
性格もよく似ているため（私が勝手にそう思ってい
るだけ）、チームワークはバッチリです。また生徒
の出身国も様々です。中国、フィリピンそしてボリ
ビアなど、色々な生徒が入れ替わり通級してくるの
で、一日で世界一周ができそうです。それぞれ異
なった母語を話す生徒同士が、覚えたての日本語
で話している姿を見ると、とても微笑ましくなります。
慣れない日本で頑張っている生徒達を見ると、
この日本語教室がかれらにとってよい“ 居場所 ”と
なってくれることを願います。生徒も私も多くの人に
助けてもらいながら、今日も日本語教室は元気いっ
ぱい活動（営業）中です。
国際学部国際社会学科1年
スリランカを訪ねて
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9月 4日～13日の10日間、スリランカのサルボ ダヤ本部にお世話になりながら、スリランカ国内の
国際キャリア開発プログラム参加報告
